
令和５年度宮崎県農薬管理指導士新規養成研修
並びに宮崎県農薬管理指導士認定試験実施要領

１ 目的
農薬販売者及び農薬による防除を業務とする防除業者、ゴルフ場管理者、農薬使

用者に対して指導的立場にある者等に対して、農薬に関する専門的な研修を実施す
るとともに試験を課し、一定水準の知識を有する者を農薬管理指導士として認定す
ることにより、農薬取扱者の資質向上を図り、もって農薬の安全使用の推進を図る。

２ 日時
令和６年１月１０日（水）
受付 9:00 ～ 9:30
研修 9:40 ～ 15:10
試験 15:30 ～ 16:50

３ 場所
宮崎県宮崎市霧島１丁目１番地１
宮崎県農協会館 ＪＡ・ＡＺＭ本館大ホ－ル

４ 対象者
農薬販売者（農薬販売店、農業協同組合等）、防除業者、ゴルフ場管理者、農薬

使用者に対して指導的立場にある者、その他農薬取扱者

５ 受講資格
養成研修の受講日を基準として満２０歳以上の農薬販売業者又はその従業員、防

除業者及びゴルフ場等の農薬取扱者、農薬使用者に対して指導的立場にある者で、
現に農薬の販売業務又は農薬の取扱に従事している者のうち実務経験が概ね２年以
上ある者。

６ 試験免除
農薬取扱者関係団体が実施する中央段階研修を終了した農薬取扱者で、毒物劇物

取扱責任者の資格を有し、本研修を受講した者。

７ 受講申込
（１）申込方法 申込書（別記様式第１号）の郵送

※１ 試験免除対象者は申込書及び農薬管理指導士認定試験免除願
（別記様式第４号）の郵送

（２）申 込 先 宮崎県農政水産部農業普及技術課
普及企画担当 担当者：小田、本田
住 所：〒８８０－８５０１

宮崎市橘通東２丁目１０番１号
電 話：０９８５－２６－００６８

（３）申込締切 令和５年１２月１日（金）必着
（４）受講料 無料

８ 試験の合否 令和６年３月頃に通知



９ 試験および研修内容
科 目 内 容 時 間

１ 関連法令 (1)毒物及び劇物取締法 9:40～10:10 0:30

２ 植物防疫一般 (1)植物防疫 10:10～10:20 0:10

関連法令 (2)農薬行政 10:20～10:30 0:10

(3)農薬取締法 10:30～11:00 0:30

休 憩 11:00～11:10 0:10

３ 農薬一般 (1)農薬の種類、特性等 11:10～11:50 0:40

４ 農薬の安全性評価および (1)農薬の安全性評価 11:50～12:20 0:30

各種基準 (2)農薬残留基準

(3)農薬の適正使用基準

休 憩 12:20～13:20 1:00

５ 雑草防除 (1)雑草防除 13:20～13:50 0:30

６ 病害虫防除 (2)病害虫防除 13:50～14:20 0:30

休 憩 14:20～14:30 0:10

７ 農薬の安全使用、危被害防 (1)散布作業者の安全性確保 14:30～15:00 0:30

止対策等 (2)農産物の安全性確保

(3)環境に対する安全性確保

(4)農薬の保管管理

(5)農薬散布保護装備

８ 農薬管理指導士の任務 (1)農薬管理指導士の位置付け 15:00～15:10 0:10

(2)役割、遵守すべき事項

休憩・試験準備 15:10～15:30 0:20

認定試験 15:30～16:50 1:20

研修科目の順番は、当日変更になることがあります。

10 研修テキストの事前購入
新規養成研修における研修テキストは『農薬概説（2023）』（一般社団法人日本

植物防疫協会発行）を使用しますので、事前に購入し、当日必ず持参してください。

〇『農薬概説（2023）』の購入方法の例
（１）一般社団法人日本植物防疫協会に直接注文する（10日前後かかります）。

図書代 ２，７５０円（税込）
詳しくは日本植物防疫協会支援事業部（03-5980-2183）にお問合くださ

い。

※研修当日、会場でテキストの販売、貸与はありません。



11 注意事項

（１）締め切り日（令和５年１２月１日（金）必着）を厳守してください。
（２）筆記用具、昼食は各自準備してください。
（３）テキストは各自購入してください。

12 その他 会場について
会場：JA・AZM本館大ホール（宮崎市霧島１丁目１番地１）

【バス】
■宮崎空港よりリムジンバス
にて橘通2丁目下車、平和台
線（8番線）乗り換え、花殿
町下車徒歩1分（約40分程
度）

■宮崎駅（西口）よりデパー
ト前まで徒歩8分、平和台線
（8番線）乗車、花殿町下車
徒歩1分（約20分程度）

■宮崎駅（東口）より平和台
線（8番線）乗車、花殿町下
車徒歩1分（約25分程度）

【タクシー】
■JR宮崎駅（西口）より10分
■JR宮崎神宮駅より10分
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